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【第５学年国語】 

 
 
 
１ 指導計画 

 
 
 
 
２ 指導のポイント 

  この問題は、アンケート資料や提案資料、さらに話し合い資料を基にして、どちらかの案を

採用して意見文を書くものである。ここでは、資料を関係付けて読み取る力や、意見の理由を

明確に記述する力、問題点を理解した上で提案する力、段落を構成する力が必要となる。そこ

で、これらの力を付けるために、次の三つの段階を踏みながら指導に当たりたい。 
 
 １時間目 

   資料の読み取りをする。まず、話し合いのねらいを確認する。その後、AB それぞれの案

の内容をとらえ、その提案内容がアンケートのどれと関連しているのかを確認する。その後、

それぞれに良さと問題点があることをとらえる。さらに話し合い資料から、発言者の話形が

「立場の表明」⇒「資料に基づく理由」となっていることを確認する。 
 
 ２時間目 

  読み取った資料を基にして自分の立場を決める。その後、「理由記述シート」を用いて、

立場を裏付ける理由を書き出す。A 案 B 案のいずれにも問題点があることを認めた上で、

さらに経験や予想、問題点の解決策を述べる型が説得力につながることを確認する。「理由

記述シート」を基にして、「構成メモ」を作成する。 
 
 ３時間目 

   「構成メモ」を用いて意見文を書く。書き終えたら友達と読み合い、文の型や説得力を生

む表現に着目して相互評価をする。効果的な意見文の書き方を確認する。 
 
３ 各時間の指導 

＜１時間目＞資料を関係付けて読み取り、双方に良さと問題点があることを確認する 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点 □評価 
話し合いのねらいを確認する 
※ リード文から、話し合いのねらいを確認する。 

T ５年２組で話し合いをしています。話し合いのねらいは何ですか。 

＜リード文より＞ 
 ・学級目標が達成できるような、イベントの内容を話し合うことです。 
アンケート結果を読み取る 
T アンケートからどんなことが分かるでしょう。 

＜アンケート結果①より＞ 
・ 「学級目標を達成できた」と答える人は１５人で、①の「一」からは、

特ぎを発表したことを理由にしている人が６人いることが分かります。 
・ ①の「二」からは、体を動かすことを理由にしている人が５人いるこ 

 
 
・リード文を読み、話し

合いのねらいを確認す

る。 
 
 
・表の見方を確認する。

実態に合わせて、項目

や数値の読み方を指導

する。 

１時間目 

２時間目 話し合い資料を基にして、説得力のある意見文の書き方をとらえ、構成メモを作る。 
３時間目 立場を明確にした意見文を書き、交流する。 

理由記述シートと構成メモの活用で、説得力のある意見文を書く 
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とが分かります。 
＜アンケート結果②より＞ 

・ 「達成できなかった」という人は２０人いることが分かります。 
・ ②の「一」から考えると、運動が苦手な人がいることが分かります。 
・ ②の「二」から考えると、協力できなかったことを理由にしている人 
がいることが分かります。 

・ ②の「三」から考えると、発言が苦手な人がいることが分かります。 
・ ②の「四」から考えると、やる気があるのに、活躍できなかった人が 
いることが分かります。 

＜アンケート結果①②の両方より＞ 
・ 「学級目標が達成できた」と答えた人より「達成できなかった」と答

えた人の方が多かったです。 
A 案 B 案それぞれの「良さ」と「問題点」をとらえる 
T A・Bそれぞれの案には「良さ」と「問題点」があるようですね。アンケ

ート結果と関係付けてそれぞれの「良さ」と「問題点」をまとめましょう。 

＜「A 案」について＞ 
・ A 案の良さは、自分の好きなことを発表できることです。アンケート

①の「一」や「三」の意見と関係付けられます。 
・ A 案の良さは、運動が苦手な人も参加できることです。②の「一」や

「四」のような意見と関係付けられます。 
・ A 案の問題点は、協力する場が少ないことです。アンケート②の「二」

のような「出し物の練習や準備に協力しない人」がいるのに、出し物

を提案しているからです。 
＜「B 案」について＞ 
・ B 案の良さは、体を動かせることです。アンケート①の「二」と関係

付けられます。 
・ B 案の問題点は、運動が苦手な人が楽しめないことです。アンケート

②の「一」や「四」の意見と関係付けられます。 
＜双方から考えられることについて＞ 
・ どちらも、学級目標を達成するねらいで意見が出されています。 
・ どちらも、アンケート結果と関係付けて考えられています。 
・ ②の「一」「四」はどちらの意見とも関係付けられます。 

 

 
A 案 B 案 

室内での遊び 体育館での遊び 

良さ 

・特技を発表できる 
・漫才をできる 
・伝言ゲームで協力できる 
・運動が苦手な人でもできる 

・体を動かして仲良くなれる 
・チーム対抗でできる 
・出し物の準備をしなくてよい 
・はずかしがる人はいない 

問題

点 

・体を動かすことができない 
・準備に協力してもらわなく

てはならない 
・恥ずかしがる人がいる 

・特技や漫才の発表はできない 
・伝言ゲームはできない 
・運動が苦手な人がいる 
・ボールを回してもらえない人がい 

る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・アンケート一つ一つを

読み取ったら、二つの

結果から分かる事実を

関係付ける。 
 
 
・それぞれの案が、アン

ケート結果のどの部分

と関連しているのか、

確認できるようにまと

める。 
 
 
・それぞれの案には、ア

ンケート結果を反映で

きていない部分（問題

点）があることを確認

する。 
 
 
・関連したアンケート結

果（良さ）と、反映で

きていない事実（問題

点）を表にまとめる。 
 
・話し合い資料を基に、

その発言が、どの事実

を理由としているのか

をつかむ。 
 
・左の表のようにまとめ

る。 
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【
理
由
記
述
シ
ー
ト
】 

 

・
わ
た
し
は 

 
 

 
 

案
に
賛
成
で
す
。 

 

〈
資
料
と
の
関
連
〉 

    

〈
自
分
の
経
験
〉 

    

〈
問
題
点
〉 

    

〈
問
題
点
の
解
決
策
〉 

      

T 問題点はどのような方法で解決できるか、話し合ってみましょう。 

＜Ａ案＞            ＜Ｂ案＞ 

 

 

 

 

 

 

話し合い資料を基に、意見の述べ方をつかむ 
T 一人一人の理由を読み取りましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

T 発言の仕方で良いと思うところを確認してみましょう。 

・ 自分の立場を言ってから理由を言っているところが良いと思います。 

 ・ みんな「学級目標を達成するために」という話し合いのねらいに沿っ

て話をしています。 
 ・ 理由に自分の経験などを入れていると、分かりやすいです。 
 ・ 理由がアンケート結果や提案資料と結びついているから、分かりやす

いです。 

 
・話し合い資料を参考に

しながら、改善策を考

えさせる。 
 
 
 
 
 
・話し合い資料に色別の

サイドラインを引き、

内容をとらえさせる。 
① 立場 
② 資料との関連 
③ 経験 
④ 問題点の解決策 

 
・「立場の表明」⇒「理由」

の流れで発言している

ことを確認する。 
 
 
 
□意見や理由の述べ方を

とらえることができた

か。 

 
＜２時間目＞話し合い資料を基にして、説得力のある意見の書き方をとらえ、構成メモを作る 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点 □評価 
資料を基に自分の立場を決める。 
T 資料を参考にしてどちらに賛成するのかを決めましょう。 

・ わたしは        に賛成します。（シートに記入） 
その案を選んだ理由を書き出す。 
T 説得力のある意見文になるように、その案を選んだ理由を書き出しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・考える時間を保障し、

自己決定させる。 
・前時の学習をふり返り、

効果的な意見の述べ方

を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

案 

様々な角度から理

由を考えさせるため

に、二つの項目は必ず

書く。 
 

山本さん：資料との関連 ⇒アンケート①「一」・②「一」 
＜A 案＞ 経験したこと ⇒前回のイベントでピアノを演奏することができたこと 

問題点を補う工夫⇒ なし 
竹田さん：資料との関連 ⇒アンケート②「二」・①「二」 
＜B 案＞ 経験したこと ⇒ なし 

問題点を補う工夫⇒ルールを変える 
広川さん：資料との関連 ⇒アンケート②「二」 
＜A 案＞ 経験したこと ⇒ポートボールをしたとき、上手な人だけがボールを使って 

いたこと 
問題点を補う工夫⇒ みんなで衣しょう作りをする 

石井さん：資料との関連 ⇒アンケート②「三」 
＜B 案＞ 経験したこと ⇒ なし 

問題点を補う工夫⇒ なし 
 

・ 恥ずかしがる人がいるから、グループを

作ってはげまし合ったらいいと思います。 

・ 協力できない人がいるから、１人が１つ

の仕事を担当したらいいんじゃないかな。 

・ 体を動かすことはできないけど、遊びの

工夫ができると思うよ。 

・ 運動が苦手な人やボールが回ってこな

い人がいるから、ルールを工夫したらい

いんじゃないかな。意見でも出ていたよ。 

・ 伝言ゲームはできないけど、グループ

で協力できるような遊びにしたらいいん

じゃないかな。 

改善すること

や、自分の経験

から書かせる。 
 

様々な角度から理

由を考えさせるため

に、二つの項目は必ず

書く。 
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提示された構成を基に、構成メモを作成する。 
T 「はじめ」「なか」「おわり」の三部構成の文章を書きます。「なか」の部

分にどの順番で理由を書くと説得力が出るかを考えて、構成メモを作りま

しょう。 

＜条件＞ 
① 理由は二つ以上書くこと。 
② 理由の一つ以上に、自分の経験や予想を入れること。 
・ 一つ目の理由は、資料と関連させよう。二つ目は経験したこと、三つ 

目は予想を書こう。 
③ 双括型で書くこと 
・ 「このように」や「このような理由から」を使って立場を繰り返せば 
いいんだね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・話し合い資料に出てき

た理由も参考にさせ、

関係付けて構成しても

よいこととする。 
 
 
・文の型を双括型に意識

させる。そのために、

つなぎ言葉に着目させ

る。 
 
□自分の立場を明確に

し、その理由を三つの

視点から書き出すこと

ができたか。 

 
＜３時間目＞立場を明確にした意見文を書き、交流する 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点 □評価 
「構成メモ」を用いて意見文を書く。 
T 「構成メモ」を使って、説得力のある意見文を書きましょう。 

＜条件＞ ３４０字以上書くこと。 
互いに意見文を読み合って、感想を交流する。 
T 友達同士で文章を読み合い、感想を発言し合いましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・ 理由に問題点の解決方法が書いてあって、説得力があるね。 
・ 解決方法があると、反対意見の人も納得して聞くことができるね。 

・書くことが苦手な児童

には、各段落の書き出

しを示す。 
 

 

□立場と理由を明

確にし、条件を満

たした意見文を

書くことができ

たか。 

□理由の書き方に

着目して、互いの

意見文を読み合

うことができた

か。 

 

おわり なか はじめ 

 

【
構
成
メ
モ
】 

 

立
場
の
表
明
の 

繰
り
返
し 

 

理
由
① 

 
 

・
資
料
と
関
連 

  

理
由
② 

 
 

・
経
験
し
た
こ
と 

 

理
由
③ 

 

・
問
題
点 

 

・
問
題
点
の
解
決

策 

 

立
場
の
表
明 

 

ぼ
く
は
Ａ
案
に
賛
成
し
ま
す
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
Ａ
案
は
自
分
の
特
ぎ
や
好
き
な
こ
と
を
発
表

す
る
場
が
あ
っ
て
、
積
極
的
に
学
級
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

る
か
ら
で
す
。 

 

し
か
し
、
Ａ
案
に
は
、
み
ん
な
と
協
力
す
る
場
が
少
な
い

と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
必

ず
二
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
出
し
物
を
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
友
達
と
話
し
合
う
場
が

で
き
て
「
仲
良
く
協
力
」
と
い
う
学
級
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

他
に
も
、「
初
め
て
漫
才
を
や
っ
た
ら
う
ま
く
い
っ
た
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
Ａ
案
の
方
が
み
ん
な
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
漫
才
や
げ
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

れ
ば
、
み
ん
な
の
前
で
は
ず
か
し
が
ら
ず
に
せ
り
ふ
を
言
え

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ぼ
く
は
Ａ
案
の
方
が
積
極
的
に
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
の
で
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ぼ
く
は
Ｂ
案
に
賛
成
で
す
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
の
理
由
は
、
学
級
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
運
動
を
す
る
と
仲
良
く
な
れ
た
と
感
じ
た
人
が

多
い
か
ら
で
す
。 

 

し
か
し
、
Ｂ
案
に
は
運
動
が
苦
手
な
人
が
楽
し
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
解
決

す
る
に
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ら
二
回
当
た
っ
た
ら
ア
ウ
ト

に
す
る
な
ど
、
ル
ー
ル
を
変
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 

二
つ
目
の
理
由
は
、
作
戦
を
立
て
る
と
き
に
チ
ー
ム
で
話

し
合
う
こ
と
が
多
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
協
力
す
る
良
さ
を

学
べ
る
か
ら
で
す
。
も
し
、
だ
れ
か
が
失
敗
し
て
も
、
チ
ー

ム
で
は
げ
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
Ｂ
案
は
、
学
級
目
標
の
「
仲
良
く
協
力
」
と

「
だ
れ
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
両
方
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
Ｂ
案
の
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。 


